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あなたの若い日に、
あなたの創造者を覚えよ。

伝道者１２:１

●子供にとり、幼い時から神の愛と
正義とについて聞き、神を恐れるこ
とを学ぶことは将来のための確かな
土台を築くことと同じです。子供の
教育に関する聖書の教えは沢山あり
ますがいくつか紹介します。
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●親が神から与えられた務めを軽ん
じ、神に従うことを教えず、親が自
ら恥ずべき生き方をしていく時、そ
の影響は確実に子どもたちに現れま
す。ソロモンの跡継ぎとなったレハ
ブアムの記事（第一列王12章）はそ
の悲しい例です。
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●「若い日」と言われていることの
背後には「人間は歳とともに心が硬
直してくる」現実があります。神に
従わない自己中心な性質が人の心の
中で固定化してしまうことは恐ろし
いことではないでしょうか。
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S�Ï�w�þ�Â （ｸﾘｽﾁｬﾝ生活百科より）
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●マルタ、マリヤの弟ラザロが墓に
入れられて四日経っていたにも関わ
らず、死人の中からよみがえったと
いう驚くべき出来事についての話で
あった。しかしラザロは確かに彼の
時代の中で老齢になって再び死んだ
はずである。ではイエスはなぜあえ
てラザロを生き返らせたのか。
●第一は「わたしはよみがえりで
す。いのちです。わたしを信じる者
は死んでも生きるのです。」という
事実とその現実を人々に示すという
目的があった。本当に神は死を超え
る力を持っており、イエスを信じる
ことには「実質が伴う」ことを知ら
せるためであった。●第二は、イエ
スが全く信頼に足る方であることを
示し、ご自身に対する信仰を要求す
るためであった。イエスは「わたし
を信じなさい」と大胆にチャレンジ
して来られる。"I am "と言われる神
だからこそ出きる発言であった。
●あなたはイエス・キリストがあな
たの最も大きな問題である死の問題
を解決し、その他、人生で遭遇する
どんな問題をも超える方であること
を信じるだろうか。
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ダイナミックな教会を目指すとある
が、躍動的な、命あふれる教会と
言ったらいいだろうか。神というお
方は最高にダイナミックな方であ
る。力と知恵に満ち、情熱と喜びに
満ちた方であり、常に新しいことを
なさる方、新しい命を生み出す方で
あることを聖書は示している。その
神に似せて創造されたのが人間であ
る。罪の中にある人間であっても創
造者に似せられていることは変わら
ない。罪深いことに無限に創造的で
あることもできるし、同時、良心に
動かされて良きことに創造的である
こともできる。教会は新生した者の
群、贖われた者の群として、常に新
しい信者を生み続け、人々の必要に
届くための新しい働きを始め、文化
においても貢献できるようになって
いきたいものである。主がグリニッ
チの教会をそのように用いてくださ
るよう、祈っていきたい。■
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"There are three kinds of 
people in this world: those 
who are afraid, those who 
don't know enough to be 

afraid, and those who know 
their Bible." �y Adrian Rogers
世の中には三種類の人がいる。恐れている
人、恐れる必要があることすら理解していな
い人、そして聖書を理解している人。


